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１、 目的 
現代のサッカーでは、セットプレーからのゴー

ルをひとつの得点パターンとして持っているチー

ムは、かなり優位に立てる。コーナーキックやフ

リーキックのようにキックに関する技術的資料は

多くの情報が蓄積されており、戦術的研究も多く

されている。また、練習の中に取り入れられるこ

とも多い。しかし、スローインに関しては資料や

戦術的研究もそれほどなされていおらず、普段の

練習の中で多くの時間を費やすことはほとんどな

い。 
本論文ではセットプレーの中でも、出現頻度が

高いと考えられ、チームの中で戦術として連動し

た動きが必要となるスローインに焦点をあて、分

析を行う。 
本研究の目的は、スローインに関する基礎的デ

ータの収集、本質的特徴、現在の傾向を明らかに

することである。 
２、 対象・方法 
 研究対象は、2006 年ＦＩＦＡワールドカップ・

ドイツ大会で行われた、ベスト 8 以降の 8 試合で

ある。これらの試合のビデオを分析し、スタッツ

用紙に記録をつけた。また、スローインに関して

は、ハーフウェーラインを基準にして、自陣（自

ゴールに近い）と敵陣（敵ゴールに近い）にわけ

カウントする。そして、自陣でのスローインと敵

陣でのスローインを比較して分析した。分析項目

は以下に記す。 
・セットプレーの出現度数 
セットプレーをゴールキック・コーナーキッ

ク・フリーキック・スローインごとに出現度数を

分類し、出現率を求めた。オフサイドによるフリ

ーキックは本数としてカウントしなかった。 
・スローインからクロスまたはシュートに至った

本数 
スローインから、相手にボールを奪われずに、

クロスまたはシュートに至ることができた本数を

求め、割合を求めた。 
・スローインの本数と成功率 

スローインの本数の合計を求め、それらを、成

功と不成功（以下ボールロストとする）に分類し、

スローインの成功率を求めた。受け手の選手がボ

ールを受けたあと、次のパスが味方につながった

場合、成功と定義した。また、オフサイドによる

フリーキックは本数としてカウントしなかった。 
・スローインに対する受け手の動き出し 
 受け手の動き出しパターンを、ポストプレー・

フリー・チェックの動き・スペースへの動き出し・

カバーの動き・コンビネーションプレー・狙いな

し、に分類した。 
・スローインからのプレーパターン分布 
 スローイン後の受け手によるプレーパターンを、

ワンタッチリターン・コントロールしてリター

ン・第 3 者へのワンタッチパス・第 3 者へコント

ロールしてパス・クリアー・ボールキープ・ドリ

ブル・フリック・ボールタッチ前にボールロスト、

に分類した。 
３、結果 
 スローインはセットプレーの中でもっとも出現

頻度が高かった。スローインに対する受け手の動

き出しは、敵陣スローイン、自陣スローインとも

に「カバーの動き」が多かった。スローインから

のプレーは、敵陣スローイン、自陣スローインと

もに「コントロールして第三者にパス」が多かっ

た。スローインに対する受け手の動き出しおける

ボールロスト率は敵陣スローイン自陣スローイン

ともに「カバーの動き」が低かった。スローイン

からのプレーにおけるボールロスト率は、敵陣ス

ローイン、自陣スローインともに「コントロール

して第三者にパス」が低かった。 
４、 考察とまとめ 
 現在のスローインでは、ボールを失わずにしっ

かりつなぐことを最優先していることがわかっ

た。また、失点リスクも考慮し、スローインをし

ているものと考えられる。 
 ボールを失わないようにするためには、「カバ

ーの動き」でボールを受け、「第三者にコントロ

ールしてパス」するのがよいと考えられた。 




